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研究成果の概要（和文）： 研究成果は、農業・漁業あるいは地場産業の衰退する過疎地域・中山間地域では既
存資源を再活用する地域循環型社会の構築が、地域社会の住民の内発的自治力を引き出すキーパーソンの存在
と、自主的で主体的な地域連帯と公民協働の取組みをおこなった地縁組織によることが明確になった。水産業や
農業の人材不足などに高齢者・障害者を活用する例や、耕作放棄地を協同農園として活動財源化する例、地域の
生活困窮を見える化して課題解決型の募金・寄贈システムを創出した例、空家のみならず閉店レストラン、休業
旅館を福祉施設として再利用する例などは、個人資源を地域社会資源に変換する地域循環型社会モデルの可能性
を例示するものになった。

研究成果の概要（英文）：　The research results revealed that the construction of a regional 
recycling-oriented society that reuses existing resources in depopulated areas where agriculture, 
fisheries, and local industries are declining depends on the existence of key persons who draw out 
the intrinsic autonomy of local people, as well as local organizations that have made voluntary and 
independent efforts in regional solidarity and public-private collaboration. Examples of the use of 
the elderly and the handicapped in the fisheries industry and agriculture for the shortage of human 
resources, the use of abandoned farmland as a cooperative farm to fund activities, the creation of a
 problem-solving donation system by visualizing the living difficulties of the community, and the 
reuse of not only vacant houses but also closed restaurants and closed inns as welfare facilities 
illustrate the potential of a regional recycling-oriented society model that converts personal 
resources into community resources.

研究分野：社会福祉学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　研究成果の学術的意義は、地域産業衰退地域の生活困難にある地域住民の生活力維持と地域再生・持続の結び
つきは、既存資源の再活用と地域参加の機会の創出に寄っていることを明らかしたことである。既存資源の再活
用とともに、高齢者や障害者など労働市場から排除された住民の内発的な人材資源の登用が要因ということがで
きた。これらの事実に基づく考察から、社会資源・地域資源を地域文化、生活文化、福祉文化の交互作用として
捉え直す学術的な視点を得ることができた。
　社会資源を文化資源として捉え直す試みは研究業績としても皆無に近く、これからの福祉的支援や福祉サービ
スの拡充に資する社会資源開発に寄与することになるだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 人口減少とともに人口移動が激しくなっている日本社会は、これまでの福祉国家体制を現状
のまま維持し続けることに陰りを見せ始めている。中央集権的な体制の下で成立する社会保障
制度の維持も伝統的な地域社会の存続を前提とするには疲弊し始めている。このような問題意
識の下、過疎化し人口流出する地域の再生とそこに生活する住民の生活再建は可能性があるの
か、地域福祉の実践家も交えた「地域生活応援研究会」や活動家たちの意見交流を目的とした
「全国校区・小地域福祉活動サミット」などを行ってきた。これまでにない新しい手法を開発す
るには、実践家や自治体関係者からも取組みや活動の基礎となる理論的な研究が求められてい
た。変貌する地域社会をどのように捉えれば、新しい地域社会の創出に向かえるのか、その探究
がはじめられた。とりわけ定住志向の強い従来の地域社会の維持が産業衰退とともに生活装置
としての地域社会の結びつきを弱体化させ、これまでの労働・就業の存続維持だけでは地域社
会の自治力も急激に弱めていくことが顕著となった。このように認識すれば、地域社会も新し
く就労や就業を可能とする地域社会再生の方策が必要という見識に至った。 
 
２．研究の目的 
 
 高齢者、障害者などの生活困難者への福祉的支援と、衰退する地域産業に代わって地域再生
を可能とする生活支援モデルの可能性を明示することが主たる目的である。都市の求める若年 
労働者の流出に対応して地域社会の生活と自治を持続化させる取り組みの実例を収集し、その
傾向分析をするなかで「持続可能な地域福祉好循環モデル」の可能性を明らかにすることをめ
ざした。とりわけ地域資源である既存の施設、定住滞在する人材、信頼度の高い人間関係に着目
して、従来の慣習や方法に囚われない新たな開発方法を探索し、見落としてきた学術的視点を 
明示することが目標となった。 
 
３．研究の方法 
 
 少子高齢化と人口流動にともなう過疎化や自治機能低下に取り組んでいる基礎自治体および
市町社会福祉協議会など地縁系団体の取組みについて資料収集と聞取りによる観察と分析を主
たる研究方法とした。研究期間の大半がコロナウイルス蔓延により直接対面調査に支障をきた
したが、オンラインによる聞取りなどを加えて対処した。生活困窮者自立支援事業を実施して
いる基礎自治体や生活困難者の支援に機動的に対応するコミュニティソーシャルワーカー配置
の基礎自治体など調査協力団体を選び出し、資料収集や聞取り調査を試みた。協力の得られた
主な市町は、三重県伊勢市、鳥羽市、伊賀市、鈴鹿市、名張市、紀宝町、埼玉県三芳町、北海道
釧路市、広島県庄原市、沖縄県那覇市、南風原町、鹿児島県鹿屋市などである。抽出の基礎とな
ったデータは全国社会福祉協議会からの情報提供によるところが大きい。 
 
４．研究成果 
 
 研究成果は、農業・漁業あるいは地場産業の衰退する過疎地域・中山間地域では既存資源を再
活用する地域循環型社会の構築が、地域社会の住民の内発的自治力を引き出すキーパーソンの
存在と、自主的で主体的な地域連帯と公民協働の取組みをおこなった地縁組織によることが明
確になった。水産業や農業の人材不足などに高齢者・障害者を活用する例や、耕作放棄地を協同
農園として活動財源化する例、地域の生活困窮を見える化して再利用する例などは、個人資源
を地域社会資源に変換する地域循環型社会モデルの可能性を例示するものになった。 
 研究成果の学術的意義としては、地域産業衰退地域の生活困難にある地域住民の生活力維持
と地域再生・持続の結びつきが、既存資源の再活用と地域参加の機会の創出に依っていること
を明らかにしたことである。既存資源の再活用とともに、高齢者や障害者など労働市場から排
除された住民の内発的な人材資源の登用が重要な要因ということができた。これらの事実に基
づく考察から、社会資源・地域資源を地域文化、生活文化、福祉文化の交互作用として捉え直す
学術的な視点を得ることができた。 
社会福祉研究の領域でも「社会関係資本」という学術用語が用いられているが、この概念は経
済学での投資と利益の効果評価に引き寄せられやすく、経済的な関係以外の互酬システムや互
助活動には不向きなところもあり、むしろ「社会資源」概念に戻って再検討することが有益なの
ではないかという見解に至った。そのためには生活支援や福祉的援助に資する社会資源におけ
る文化的機能を再評価する必要に迫られたといえる。社会資源もしくは地域資源をめぐる創出
と利用、あるいは社会資源・地域資源の保存と継承には社会資源の有する文化的価値や文化的
機能に着目して地域住民の生活や福祉的支援に影響を与えるインパクト評価が重要となる。し
かしながら、社会資源を文化資源として捉え直す試みは研究業績としても皆無に近く、ある意
味では経済的価値のないとされる社会資源は見捨てられ顧みられない傾向にあり、経済活動に



結び付かない社会資源研究が低調になる結果だったともいえる。必ずしも経済的循環に寄与す
るわけでもないが、これからの福祉的支援や福祉サービスの拡充に資する社会資源開発の研究
には文化資源としての社会資源の見直しが問われることになるだろう。 
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